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平成 30 年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【看護職・看護教員のための『災害看護教育講座』】 

日 程:平成 30年 10 月 6日(土) 

受講者数:51 名 

会 場：地域ケア開発研究所 3階 演習室 

講 師: 増野 園惠、梅田 麻希、佐々木 美絵（地域ケア開発研究所）、市川 学（芝浦工業大学） 

 

災害看護に関心をもつ看護職者や看護教育に携わる方を対象として、災害看護教育・訓練に関する公開

講座を実施しました。午前中の講義で災害看護教育の研修の組み立て方とシミュレーションの活用、災

害時の最新の医療情報システムを学び、午後の避難所シミュレーション演習で避難所運営の実践につい

て、体験していただきました。 

「災害看護教育の組み立て方」では、災害看護教育のデザイン方法について、ワークシートなどを用い

た講義を実施し、「災害時の最新の医療情報システム」では現状我が国における情報技術が災害時の保

健医療情報への実用化されている内容や IoT を活用した患者情報の送信について講義いたしました。

「避難所シミュレーション演習」では、HUG という演習を通じ、災害発生を想定し、避難所の組織作り

から、避難所の場所割り、物資の受け入れ、炊き出し、ペットの扱いやボランティアの受け入れなど、

多種多様の想定から避難所の運営のために必要だと思われることについて、避難者カードを避難所へ振

り分けることから実施していただきました。後半では、看護・保健医療者の視点でのケア提供を考えて

もらうことを目的とし、傷病等の設定を QR 化した改良版の HUG を準備し、アプリで読み取ることによ

って提供された情報に基づき避難所運営を検討する演習を実践していただきました。受講者の皆さん

は、多数の避難者の振り分けに奮闘しながら熱心に取り組まれ、質疑も活発に行われました。 

 


